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展
覧
会
発
表
の
場
で
は
、
専
ら
殷
周
金
文
を
素
材
と
し
た
作
品
を
発
表
し
て

い
る
。
無
論
、書
表
現
に
お
け
る
自
ら
の
根
幹
は
文
字
の
素
材
（
書
体
）
に
よ
っ

て
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
、
到
底
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
書
体
が
元
来
持
ち
合
わ
せ

る
表
情
、
性
質
、
と
い
っ
た
特
性
や
特
徴
を
作
中
に
取
り
入
れ
、
自
身
の
表
現

と
し
て
結
び
付
け
る
か
は
、
書
が
、「
文
字
を
素
材
と
す
る
造
形
芸
術
」
で
あ

る
以
上
、
大
い
に
意
識
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

行
草
書
に
お
け
る
点
の
効
果
は
、
篆
書
、
隷
書
、
楷
書
の
そ
れ
と
は
や
や
性

質
が
異
な
る
。
挙
げ
た
三
つ
の
書
体
は
「
書
体
の
三
つ
の
典
型
」（
西
川
寧
『
書

道
講
座
』）
で
あ
っ
て
、
行
書
、
草
書
の
二
書
体
は
「
補
助
体
」
で
あ
る
と
い

う
大
き
な
区
分
差
に
表
れ
て
い
る
。

　

篆
書
、
隷
書
、
楷
書
の
よ
う
な
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
え
る
よ
う
な
書

体
は
一
般
的
に
一
字
一
字
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
面
積
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
古
文
に
区
分
さ
れ
る
書
体
（
甲
骨
文
、
殷
周
金
文
）
は
必
ず
し
も
こ
れ

に
限
ら
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
一
定
の
面
積
に
文
字
を
収
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

必
然
的
に
文
字
に
あ
る
制
限
が
生
じ
て
く
る
。

　

一
方
、
行
書
、
草
書
と
い
っ
た
書
体
は
、
一
般
的
に
、
篆
隷
楷
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
書
写
の
面
積
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
。
秦
漢
の
木
簡
、
竹
簡
に
見
ら
れ

る
肉
筆
の
早
書
き
文
字
を
「
日
常
書
写
体
」
な
ど
と
称
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時

期
で
も
字
形
的
に
比
較
的
自
由
で
気
楽
な
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

草
書
の
創
生
期
（
章
草
）
は
、
木
簡
や
竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
い
て
、
幅
に
お
い

て
は
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
書
写
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
書
写
さ
れ
る
対

象
そ
の
も
の
が
、
縦
長
で
あ
る
か
ら
、
文
字
の
上
下
へ
の
余
白
の
意
識
に
限
れ

ば
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　

実
際
に
王
羲
之
の
尺
牘
な
ど
を
見
て
も
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
文

行
草
書
に
お
け
る
点
画
の
一
側
面
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字
の
上
部
に
関
し
て
は
大
き
な
空
間
を
設
け
る
文
字
も
少
な
く
な
い
。

　

左
右
へ
の
余
白
の
意
識
は
概
ね
、
孫
過
庭
「
書
譜
」
あ
た
り
か
ら
意
識
さ
れ

は
じ
め
る
よ
う
で
あ
る
。

　

右
は
、
王
羲
之
「
十
七
帖
」
と
孫
過
庭
「
書
譜
」
の
「
不
」
字
を
抽
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
字
例
が
多
い
の
で
様
子
の
異
な
る
字
形
を
を
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ

か
挙
げ
て
み
た
。
ど
の
字
形
に
も
共
通
す
る
の
は
、
最
終
画
の
点
の
距
離
感
で

あ
る
。
王
羲
之
「
十
七
帖
」
で
は
中
央
か
ら
両
脇
の
点
の
距
離
は
似
た
字
形
が

多
い
が
、
孫
過
庭
「
書
譜
」
で
は
右
側
に
大
き
な
余
白
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と

が
明
白
で
、
王
羲
之
か
ら
時
代
の
下
っ
た
孫
過
庭
の
草
書
は
、
王
羲
之
を
継
承

し
な
が
ら
も
、
そ
の
空
間
の
意
識
に
は
明
白
な
差
が
あ
る
。

　

懐
素
「
自
叙
帖
」
で
は
、
偏
旁
を
意
識
し
た
余
白
、
さ
ら
に
時
代
の
下
っ
た

宋
代
の
黄
庭
堅
「
李
太
白
憶
遊
詩
巻
」
な
ど
に
至
っ
て
、
よ
り
発
展
し
た
左
右

の
余
白
を
用
い
た
効
果
が
見
ら
れ
る
。

　

王
羲
之
頃
に
は
見
ら
れ
な
い
、
左
右
の
点
画
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
余
白
、
空

間
の
効
果
は
、
孫
過
庭
、
懐
素
、
黄
庭
堅
ら
の
行
草
書
作
家
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、

発
展
し
、
そ
の
後
の
書
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

拙
作
は
、
行
草
書
の
一
点
一
画
の
有
り
方
を
消
化
し
、
制
作
し
た
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
行
書
寄
り
の
書
体
を
用
い
た
こ
と
、
縦
長
の
紙
を
用
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
草
稿
段
階
か
ら
比
較
す
る
と
、
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ

た
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
そ
の
効
果
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
。
道
具
等
は
普
段
使
い

な
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
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